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４ 調査組織における調査のあり方について 

（１）調査組織における調査の手順としては、「診療行為に関連した死亡の調査分

析モデル事業」の実績も踏まえ、例えば以下のものが考えられる。 

① 死因調査のため、必要に応じ、解剖、ＣＴ等の画像検査、尿・血液検査等

を実施 

② 診療録の調査、関係者への聞き取り調査等を行い、臨床経過及び死因等を

調査 

③ 解剖報告書、臨床経過等の調査結果等を調査・評価委員会において評価・

検討（評価等を行う項目としては、死因、死亡等に至る臨床経過、診療行為

の内容や再発防止策等が考えられる） 

④ 評価・検討結果を踏まえた調査報告書の作成 

⑤ 調査報告書の当事者への交付及び個人情報を削除した形での公表等 

【解剖の重要性】 

a） 診療関連死問題の背景には、高度な医療が行われる時代に生まれた医療不信があ

る。これは同時に、病死における病理解剖の減少という形でも現れている。医療

不信という氷山を溶かすには、診療関連死の問題に取り組むと同時に、病理解

剖・ＣＰＣ（Clinicopathological Conference）等を充実させることも重要であ

り、こうした点での政策的な誘導も必要であると考える。 

b） 診療関連死においては、解剖だけで死因が解明できるかというと、必ずしもそう

ではない。解剖所見を基盤にして標準的な基準に従って臨床評価をすることが重

要である。 

c） より正確な調査・評価を確保するためには、原則として全事例について解剖を実

施することが望ましい。しかし我が国の文化的背景を考慮すると、遺族の意思を

尊重し、承諾を得て解剖を行うという、現在のモデル事業におけるスタイルが基

本となるのではないか。 

d） また、遺族の心情として解剖を受け入れ難い場合があることを十分に理解し、調

査に当たっては、解剖の意義を十分に説明することが必要である。 

【その他の検査等の必要性】 

a） 死因調査のためには、解剖やＣＴ、尿・血液等の検査や検査室、あるいは薬毒物

等の検出機器類が必須である。 

b） 患者同意の上で手術の過程をビデオで撮影し、それを調査組織で活用する仕組み

p23


